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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和７年度(2025年度) 
 

道立高校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業（北海道大学会場） 

 

１.目的 

道立高校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語による交流や、大学の講義受講、

研究室訪問等を通して、英語によるコミュニケーション力の向上を図るとともに、国際的な視野

を育み、海外と積極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

 

２.主催 

北海道教育委員会、国立大学法人北海道大学 

 

３.実施時期 

令和７年(2025年)10月 15日(水)、16日（木）、17日（金） 

 

４.実施場所 

北海道大学構内 学術交流会館 

 

５.参加者 

全道の道立高校 22校、43名（第１学年 17名、第２学年 25名、第３学年１名）が参加 

 

６.日程 

日 程 時 間 内    容 

１日目 

 

10月 15日 

（水） 

13:30-13:45  開会式 

13:50-14:20 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１】 「アイスブレイク」、「自己紹介」 

14:20-15:40 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ２】 「英語による言語活動」 

15:50-16:50 セミナー 「北海道国際交流・協力総合センター講師による講演」 

２日目 

 

10月 16日 

（木） 

9:00-11:00   北海道大学キャンパスツアー 

11:15-12:00 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ３】 「外国人へのインタビュー内容の発表」 

12:00-13:00  昼食 

13:00-13:45 留学経験者による体験談１ 「留学を通して学んだこと」 

14:00-15:45 留学生によるプレゼンテーション 「留学生と話そう！」 

16:00-16:45 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ４】 「プレゼンテーション①」 

３日目 

 

10月 17日 

（金） 

8:45-9:45  大学の講義体験「Cutting Edge Technology of Origami Engineer」 

10:00-10:45 留学経験者による体験談２ 「海外での研究活動」 

10:55-11:40 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ５】 「プレゼンテーション②」 

11:50-12:00  閉会式 
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事業の様子 
 

１日目・10月 15日（水）                              
 

「開会式」  

全道から高校生43名、ALT12名、そして７名の北大留学生を迎え、オ

ールイングリッシュでのプログラムが開会しました。高校教育課の髙田課

長から英語による挨拶があり、「英語を話す時には、『間違えること』は挑

戦の証。恐れずに積極的にコミュニケーションをとろう」というメッセージ

が伝えられました。「課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表

現」を軸とした、英語を使った探究的なプログラムがスタートしました。 

「ワークショップ１」 

参加者たちは、「Getting to Know You」と、「Find Someone 

Who…」というアイスブレイク活動を行いました。会場の中を歩き回り、他

の参加者や ALT、留学生に対してインタビューを行い、お互いのことを知

ることで、緊張感を和らげることができました。 

 

 

 
 

「ワークショップ２」 

札幌南高校の木村圭祐先生が講師となり、プログラムの目標や、 

最終日に行うパフォーマンス課題について説明がありました。その 

後、「なぜ留学したいのか」や、「日本の大学生の留学の現状」、「留 

学の長所・短所」などについてディスカッションを行いました。 

 

 

 

プログラムを貫く問い 

「留学の意味について考え、自分の留学をデザインする。」 

～旅行会社の社員になり、ALT や留学生が扮する市町村教育委員会に「魅力的な高校生向け留学プラン」を提案しよう。  

 

「セミナー（北海道国際交流・協力総合センター講師による講演）」  

 北海道国際交流・協力総合センターの主任相談員、石渡エミリーさんが 

講師となり、日本で感じた異文化体験、その中で得られたことなどについ 

て講演が行われました。講義は、参加者による「Brainstorm→Discuss 

→Share」という形式で行われたため、参加者は様々なことを考えながら 

積極的に参加することができました。 

 

 

 

情報

の 

収集 

課題

の 

設定 

【生徒の感想】 

ALT の方々や留学生は本当に親切で、緊張をほぐしてくれました。とて

も気を配ってくれて、何度も助けられました。 

【生徒の感想】 

不明瞭だった留学に対するイメージを、話し合いを重ねることで徐々

に明確にしていくことができました。 

【生徒の感想】 

私も将来、異文化に身を置いて働きたいと考えているので、その際に起きる

ことを具体的に知ることで、より具体的なイメージをつくることができました。 
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２日目・10月 16日（木）                              

「北海道大学キャンパスツアー」 

 参加者と ALT・留学生がグループで大学内を周遊しながら、海外からの留学生を見つけて「留

学で身に付けたことは何ですか。」などの質問を聞いて回りました。面識のない他者に英語で話

しかけることは勇気のいることですが、参加者たちはグループで協力し、複数の留学生にインタ

ビューすることができました。 

 

 

 

 

「ワークショップ３」 

木村先生が講師となり、キャンパスツアーの様子やインタビューの

結果をグループ内で共有しました。参加者は、インタビューの結果

を、前述の問いに関連させ、パフォーマンス課題となる「魅力的な高

校生向け留学プラン」の作成を始めました。 

 

 

 

昼食 

留学生を誘い、共に大学の食堂で昼食をとる生徒たちの様子が見られました。大学の雰囲気

を堪能し、自然に英語でコミュニケーションを図る生徒たちは、とても楽しそうでした。 

 

「留学経験者による体験談１」 

海外へ留学した経験のある２名の日本人学生が、自らの留学体験

について講演しました。「Overcoming challenges brings you 

great growth and broader perspectives.」など、心に残る

メッセージが印象的でした。 

 

 

 

「留学生によるプレゼンテーション」 

４名の留学生が自身の研究内容について、プレゼンテーションを行いました。その後、参加者は

４つの会場に分かれ、少人数で交流し、「留学先の北大での研究テーマをどのように選んだのか」

などの質疑を通して、留学先での学びや自分の将来について考えることができました。 

情報

の 

収集 

整理

・ 

分析 

情報

の 

収集 

【生徒の感想】 

実際に構内を歩いている留学生にインタビューすることを通して、完璧な英語を喋ろうとするより

も、自分が伝えたいことを思うままに伝えようとすることが大事だということを実感できました。 

【生徒の感想】 

実際に集めた情報を用いて意見を交換し合ったため、説得力のある話

をすることができたと思います。 

【生徒の感想】 

 ２名とも、留学するために必要な事は「自信」と「ミスを恐れないこ

と」と話されていて、とても印象に残りました。 

情報

の 

収集 
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「ワークショップ４」 

 木村先生を講師に、「魅力的な高校生向け留学プラン」の作成を

行いました。留学で身に付けることができること、留学した後の人

生設計など、プログラムで学んだことを整理・分析し、魅了的な留学

を PRするチラシや、発表内容を考えました。 

 

 

 
 

「特別講演」 

この日、北海道教育委員会教育委員の川端絵美委員、大鐘秀峰

委員がプログラムを参観後、まとめとして、スキー競技のオリンピア

ンである川端委員から参加者に熱いエールが送られました。「外の

世界を知ることは、北海道の素晴らしさを再認識することにつなが

る。ぜひ、積極的に外の世界へ踏み出そう。また、留学した際は、『な

ぜ留学したのか』と常に自分に問いながら、強い気持ちをもって過

ごしてほしい。」というメッセージは、参加者の心に強く響いているよ 

うでした。 

３日目・10月 17日（金）                              

「大学の講義体験」  

北海道大学の繁富准教授が 『Cutting Edge Technology of 

  Origami Engineer』 と題して、折り紙工学について英語で講義 

  を行いました。参加者は、大学で行われる講義のレベルの高さや、  

  専門的な内容について話される英語の難しさに驚いていました。 

 

 

 
 

「留学経験者による体験談２」  

「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の基金生である北海道大学４ 

  年生の荒川大地さんが講師となり、留学の準備や、留学先で同僚  

  と協力することの大切さなどについてお話しいただきました。荒川 

  さんの専門である恐竜への愛情が溢れた講演となりました。 

 

 

情報

の 

収集 

整理

・ 

分析 

情報

の 

収集 

【生徒の感想】 

・留学生たちのレベルの高さに圧倒されたが、自分もそのようになりたいと思いました。 

・次の日のプレゼンに使える新たな留学の利点を見つけることができました。 

【生徒の感想】 

 ポスターづくりに入り、より意見交流が活発になり、仲が深まりました。頭をフル回転で働かせていたの

でとても脳に負荷がかかって大変だったけど、同時に楽しさも感じました。 

【生徒の感想】 

最先端の研究について知ることができました。また、世界の様々な場所で自分の学びを

深め続けることの楽しさや意義について考えるきっかけになりました。 

【生徒の感想】 

私も考古学(恐竜や化石)に少し興味があるので、興味深い内容でした。興味があ

る学問を海外で学ぶ際には、専門的な用語を学ぶ必要があると知りました。 
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「ワークショップ５」 

木村先生を講師に、参加者たちは、グループで考えた留学プランを ALTや留学生が扮する教育

委員会へ提案する活動を行いました。提案後の ALTからの鋭い質問にも、探究を続けてきた参加

者たちは余裕をもって回答することができました。 

最後に、ALTと留学生による評価の結果が発表され、会場は大きな歓声に包まれました。 

 

 

 

 

「閉会式」  

生徒を代表して、札幌月寒高校の登山さんが修了証を受け取りました。登山さんは、「AIの英語は上

手だが、AI では伝えられないことが、自分の内から出る未熟な英語で伝えることができると信じてい

る。これからも英語によるコミュニケーションを楽しみたい。」とスピーチがありました。 

最後に、北海道大学の泉澤課長から参加者の熱心な取組へ敬意が述べられ、３日間のプログラムが

温かい雰囲気の中で終了を迎えました。 

 

参加者からの感想（一部抜粋） 

 

まとめ

・ 

表現 

・キャンパスツアーや、普段はなかなかできないような経験をさせていただきました！すごく楽しかっ

たです。また、このようなプログラムがあったら、ぜひ参加したいと思っています。 

・皆さんがたくさん言っていたように、「恐れなくていい、Mistake is welcome」は、本当でした。も

っと英語でコミュニケーションができるように、今回の経験を活かして勉強していきたいです。3 日

間ありがとうございました。 

・自身の英語能力の向上はもちろん、全道の様々なところから集まった同じ目標をもつ仲間たちに出会

えたこと、そして何より、間違いを恐れずに喋ることの大切さを実感できたことが、今回の 3 日間で

得ることのできた大きな成果だと思います。 

・ 

 

 

 

【生徒の感想】 

留学についての考えが変わったという点だけではなく、それを言語化することで、将来何をしたい

のか、そのために何をすべきか、という点にも気が付けるよい機会でした。周りの仲間も考えが変わ

ったようで、様々な多くの意見を聞くことができ、視野を広げることができました。 


